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パーソルダイバース株式会社 

 

【実態調査】精神障害・発達障害のある方の休職経験者は約 7 割 
合理的配慮が「はたらき続けやすい職場」の鍵に 

 ～パーソルダイバース「精神障害・発達障害のある方の就業に関する調査 Vol.2」～ 

 
総合人材サービスのパーソルグループで障害者雇用支援事業を展開するパーソルダイバース株式会社（本社:東京都港
区、代表取締役社⾧:渡部広和）は、障害のある方のための転職・就職エージェント「dodaチャレンジ」において、精神障
害・発達障害のある方300名を対象に、休職に関するアンケート調査を実施しました。 
 
その結果、約7割が休職を経験していることが判明。さらに、職場における合理的配慮や障害への理解がある場合、「はたら
きやすい」と感じる割合や、休職後の就業継続意向が高まる傾向がみられました。調査からは、障害のある人材の定着・活躍
に向けて、企業による環境整備が重要な鍵を握る実態が明らかになりました。  
 
■主なトピックス 
1. 精神障害・発達障害がある方のうち67.3％が、現在または過去の職場で休職を経験 
2. 休職後、半数以上が3ヶ月以内、7割超が半年以内に職場復帰している 
3. 休職後、「業務に関する具体的な配慮・提案（26.3％）」「はたらき方に関する具体的な配慮・提案（24％）」など、
具体的な合理的配慮を挙げられるケースが多かった 
 
 
■調査結果詳細 
 

 1. 精神障害・発達障害がある方のうち67.3％が、現在または過去の職場で休職を経験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
精神障害・発達障害がある方に、現在、または過去の職場での休職経験について尋ねたところ、休職したことがあると回答した方
の割合は67.3％だった。多くの方が、休職という選択に悩み、一度は立ち止まらざるを得ない状況にあったことがうかがえる。 

 

 



 

 

休職経験者の障害開示状況を調べたところ、「開示している」は65.4％、「開示したいと思っているが開示していない」は27.7％、
「開示するつもりはない」は6.9％という結果に。休職経験者は、障害を開示していない方より、開示している方のほうが多い傾向
が分かった。 
 
 
2. 休職後、半数以上が3ヶ月以内、7割超が半年以内に職場復帰している 
 
休職経験者の職場復帰時期について調査したところ、7割以上が半年以内に復職しており、「3カ月以内に復帰した」が29.7％
で最多となった。一方で、約2割は1年以上の⾧期休職や転職を経験しており、休職後のキャリアが二極化している実態も明らか
になった。 

 

 

このことから、「休職後は必ず復職する」ものではなく、本人の体調や今後のはたらき方の希望、職場環境や職場の理解などによ
って、復帰後の道が分かれることが想像できる。 
多くの企業は、休職を「職場復帰を前提とした制度」と位置付けているが、休職者の中には、休職の要因によって転職を選択す
る人もいる。そのため、企業には休職中から本人の状況や意向を把握し、必要に応じて支援機関と連携しながら、一人ひとりに
合った支援を行うことが求められる。 
 
■本調査による考察:戸田 幸裕（とだ ゆきひろ）   
パーソルダイバース株式会社 人材ソリューション本部 事業戦略部 ゼネラルマネジャー 
 
今回の調査から、精神障害・発達障害がある方の休職の背景には、個人の問題だけではなく、職場環境やはたらき方とのミス
マッチが大きく影響していることが改めて示されました。重要なのは、休職という経験を「回復の期間」に留めるのではなく、その後
のはたらき方を見直す機会と捉える視点です。 



 

 

適切な合理的配慮や環境が整えば、安心してはたらき続けられる可能性が高まります。加えて、復帰後の環境に不安を感じる
場合には、自分だけで無理に結論を出そうとせず、第三者に相談しながら状況を整理することが重要です。 
 
 
調査概要 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■パーソルダイバース株式会社について＜https://persol-diverse.co.jp/＞  
パーソルグループの特例子会社として、「障害者雇用を成功させる。そして、その先へ。」をミッションに、障害者の多様なはたらき
方とはたらく可能性の創出に取り組んでいます。グループ内外の企業や地域と連携した多様な業務受託サービスを展開するほ
か、国内最大級の求人・登録者数を持つ障害者のための転職・就職支援サービス「dodaチャレンジ」、就労移行支援事業所
「ミラトレ」「Neuro Dive」の運営や、企業の雇用課題を支援する「障害者の人材紹介」「障害者雇用コンサルティング」などのサ
ービスを提供しています。 
 
■「PERSOL（パーソル）」について＜https://www.persol-group.co.jp/＞  
パーソルグループは、「“はたらくWell-being”創造カンパニー」として、2030年には「人の可能性を広げることで、100万人のより
良い“はたらく機会”を創出する」ことを目指しています。さまざまな事業・サービスを通じて、はたらく人々の多様なニーズに応え、可
能性を広げることで、世界中の誰もが「はたらいて、笑おう。」 を実感できる社会を創造します。 
 
＜調査結果の引用・転載時のお願い＞  
本記事の調査結果や画像を引用する場合は、「doda チャレンジ」の名前を明記のうえ、引用元として以下のリンク設置をお願いいたし
ます。  
https://doda.jp/challenge/contents/column/304.html 
 
 
 
 
 
 
 
 

本リリースに関するお問い合わせ先 
パーソルダイバース株式会社 広報担当  

MAIL:inquiry@persol.co.jp 


